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浅
草
寺
の
本
堂
と
宝
蔵
門
の
間
に
は
常
香
炉
が
あ
り
、
雨
に
も
消
え
ず
線
香
の
煙
が 

立
つ
。
そ
の
本
堂
前
の
天
井
に
は
大
提
灯
が
吊
る
さ
れ
、
浅
草
の
花
柳
界
の
向
こ
う
を

張
っ
て
「
志
ん
橋
」
と
あ
る
。
筆
は
湯
島
天
神
前
に
工
房
を
構
え
る
、
江
戸
文
字
書
家

の
橘
右
之
吉
さ
ん
の
作
で
あ
る
が
、
寄
進
は
、
料
亭
、
待
合
茶
屋
、
芸
者
置
屋
の
三
業

を
継
承
す
る
「
新
橋
組
合
」
が
務
め
る
。
年
も
明
け
、
筆
者
と
同
い
年
の
此
の
書
家
に
、

彼
の
人
の
新
し
い
千
社
札
は
、
ど
ん
な
江
戸
文
字
が
良
い
か
相
談
し
て
み
よ
う
。 


